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１                              問題のページへ 

(1) 0=a のとき, byxD ≦≦2: であり, 境界線 2xy =

と by = の交点は, bx ±= となる。 

これより, Dの面積は,  
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条件より, 
2
9)(

3
4 3 =b となり, 

2
3=b , 

4
9=b  

よって, D に含まれる格子点は, )1,1( - , )2,1( - , 

)0,0( , )1,0( , )2,0( , )1,1( , )2,1( となり, そ

の個数は 7個である。 

(2) baxyxD +≦≦2: に対して, 境界線 2xy = と baxy += の交点は,  

02 =-- baxx , 
2

42 baa
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ここで, 
2

42 baa +-
=a , 

2
42 baa ++

=b とおくと, Dの面積は,  
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条件より, ( )
2
94

6
1 32 =+ ba となり, 342 =+ ba , 942 =+ ba ………(＊) 

このとき, 
2

3-= aa , 
2

3+= ab である。 

さて, a, bは整数なので, (＊)から aは奇数となり, a , b はともに整数である。 

すると, Dに含まれる格子点の個数は, 
2

3
2

3 +==- axa ba ≦≦ において,  

(i)  
2

3-= ax のとき 格子点は ),( 2aa のみより, 1個である。 

(ii) 
2

1-= ax のとき (＊)より, 
4

9 2ab -= となり, 格子点の個数は,  
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(iii) 
2

1+= ax のとき (ii)と同様にすると, 格子点の個数は,  
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(iv) 
2

3+= ax のとき 格子点は ),( 2bb のみより, 1個である。 

(i)～(iv)より, 格子点の個数は, a, bの値によらず, 81331 =+++ 個である。 

 

［解 説］ 

(1)は(2)の誘導ではありませんが, うまくまとまった格子点の個数の問題です。 
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２                              問題のページへ 

(1) サイコロを振って奇数の目, 偶数の目の出る確率は, それぞれ
2
1ずつである。 

さて, 0)10( =X であるのは, 10回の試行のうち, 奇数の目が 5回, 偶数の目が 5

回出るときであり, その確率は,  
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(2) まず, 1)1( =X のとき, 条件を満たすのは,  

2)2( =X , 2)4( =X , 1)5( =X , 0)6( =X  

すると, 1)3( =X または 3)3( =X であるので, そ

の確率は, ( )
32
1

2
12

6
=´ となる。 

また, 1)1( -=X のとき, 同様に考えると, 条件を満たす確率は
32
1 となる。 

よって, 2つの場合を合わせると, 求める確率は, 
16
1

32
1

32
1 =+  

(3) まず, 1)1( =X のとき, 条件を満たすの

は, (2)と同じく, 2)2( =X で,  

2)8( =X , 1)9( =X , 0)10( =X  

すると, 試行回数と移動した点の座標の

関係を表した右図から経路の数を数える

と, 14通りの場合がある。これより, その

確率は, ( )
512
7

2
114

10
=´ となる。 

また, 1)1( -=X のとき, 同様に考えると, 条件を満たす確率は
512
7 となる。 

よって, 2つの場合を合わせると, 求める確率は, 
256
7

512
7
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7 =+  

 

［解 説］ 

(3)では, 図に書き込んであるように, 経路の交差点で足し算をして, 経路数を数え

ています。この方法がいちばん確実でしょう。 
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３                              問題のページへ 

(1) 条件から, 1AB ==b , 1AC ==c ………① 

2
160cos11 =°××=× cb ………② 

さて, bt=AD , ct=AE より,  
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(2) ①②より, 2222 )2(
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(1)より, MCとMGは直交するので, △CGMの面積 Sは,  

MGMC
2
1 ×=S 33

32
133

2
1

2
1 22 +-×+-×= tttt  

 )33(
38

1 2 +-= tt {( ) }
4
3

2
3

38
1 2

+-= t  

よって, 
2
3=t のとき, Sは最小値

32
3

4
3

38
1 =× をとる。 

 

［解 説］ 

見かけはベクトルの応用問題ですが, 実際は, ただひたすら計算に専念です。 
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４                              問題のページへ 

ò-++=
p

p
dtttxbxax cos)(cossin)( ff に対し, ò-=

p

p
dtttc cos)(f とおくと,  

cxbxax ++= cossin)(f  

すると, ò-=
p

p
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2
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2
2sin bb pp =×= 2

2
 

よって, bxbxax p++= cossin)(f  

ここで, 0== ba のときは, pp ≦≦ x- における )( xf の最大値が p2 という条件

に反するので, 022 ¹+ ba から,  

)( xf bxba pa +++= )sin(22  ( )
2222

cos,sin
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pp ≦≦ x- より, apaap +++- ≦≦x となり, )( xf の最大値が p2 から,  

pp 222 =++ bba , 2222 )2( bba -=+ p  )2( ≦b ………(＊) 

さて, { } 22 )cossin()( bxbxax p++=f  

xabxbxxabbxbxa sin2cos2cossin2cossin 2222222 ppp +++++=  

xabxbxabbxbxa sin2cos22sin
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そこで, pp ≦≦ x- における周期性に注意すると, (＊)から,  
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すると, b≦2 から, 
3
2=b のとき最小となり, このとき, (＊)から, )14(

9
4 22 -= pa

すなわち 14
3
2 2 -±= pa である。 

よって, { }ò-
p

p
dxx 2)(f の最小値は 3

3
8 p である。 

 

［解 説］ 

前問と同じく，計算あるのみです。三角関数の周期性に注目すると, 積分計算はほ

とんど必要ありません。 
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５                              問題のページへ 

( )
p

p 1,P , ( )
q
aq,Q に対して, a=ÐAOP , b=ÐAOQ

とおくと, 
2

1tan
p

=a , 
2

tan
q
a=b となる。 

条件より, ba＜ なので, ba tantan ＜  
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さて, △OPQの面積を Sとすると, ①より,  
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ここで, q=ÐPOQ とおくと, abq -= から,  
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②を代入すると, 
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等号は, 
pq
apq = すなわち apq = のときに成立する。 

よって, qtan の最大値は
a

3 となり, 
4
33 =

a
から, 16=a である。 

 

［解 説］ 

相加平均と相乗平均の関係を用いる最大・最小問題です。置き換えて, 微分法の利

用という手もありますが, おすすめは前者です。なお, 等号の成立する p, q の値が存

在することは明らかなので, 記述を省いています。 
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